
 
 

生徒会、それは生徒全員が担うもの 

本校の年度は、他の学校と同じく４月に始まり３月に終わります。しかし１つだけ、慣例として実質２

月上旬に始まり、次の年の２月上旬に終わるものがあります。「生徒会組織」です。年度が変わる４月で

はなく早めに動き始めるのは、３年生である前任者がまだ中学校に在籍しているうちに後任者へ仕事の

引き継ぎを行うためでしょう。本校の最も大きな学校行事である「卒業証書授与式」を、次の学年を中心

に盛り上げようとする意図があるのかもしれません。 

その新しい生徒会を担ってくれることとなっ

た左記の各役員に、去る１月 21 日（木）に任命

書を手渡しました。その任命式に先立って、役員

一人ひとりから全校生に向かって「所信表明」が

ありました。さすが、これからの社中学校を背負

って立とうとする自覚溢れる力強い言葉が並び

ました。私はそれを聞いていて、新しいメンバー

に「期待」の気持ちがあるのはもちろんですが、

それ以上に「安心」を大きく感じたのでした。そ

れほど、態度・内容ともに立派だったのです。こ

れからの１年間、各役員には部活動やプライベ

ートの時間のいくらかを犠牲にしてもらうこと

になります。また、個人の都合より生徒会活動を

優先してもらうことになります。今持っている

熱い心を、最後まで持ち続けてください。よろし

くお願いします。 

ちょうど今、国会が開かれています。当然のよ

うにテーマの中心は「コロナ対応」です。感染者の救助や医療関係者への支援、自粛の影響を受けた業界

への補償などに質問が集中しています。いずれもとても大切なことです。しかし「物足りなさ」を感じま

す。コロナ感染が一向に終息に向かわない、そもそもの「原因」への取り組みが論じられないからです。

「外出自粛」と言っても、どうしても外出をしなければならない人がいます。いくら警戒していても感染

してしまうことがあります。それは仕方のないことであり、それを責めることは間違っています。しか

し、「自分は大丈夫」「自分だけではない」と感染防止を他人事のように振る舞う人がいます。そんな責

任感や危機感の薄っぺらい人に、なぜもっと意識と行動を変えてもらおうとしないのでしょう。全ての
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人の協力が無くては絶対に解決しないことなのに。 

話を戻します。生徒会活動も同様です。立派なリーダーが選

出されました。この社中がより良くなるためには、リーダーだ

けの努力ではどうにもなりません。リーダーを含めて、全生徒

の意識の高まりが絶対に欠かせないのです。「自分にできるこ

とは何か」「自分が果たすべき役割は何か」を、生徒一人ひと

りがいつも考えながら行動しようとする、そんな社中学校にし

ませんか。 

 

生徒に、一人１台タブレットが貸し出されました。 

 以前から、タブレット使用に関する家庭環境調査にご協力いただいていたところですが、去る１月 22

日（金）に、全生徒にタブレットを持ち帰らせて実際に使用できるかどうかの確認をしました。機器自体

に不具合があったケースと、調査後にネット環境が変わったケースがあったほか、概ね使用可能のよう

です。今後、長期休業となった際にも活躍が期待できる、心強い味方を得たように感じます。 

 ところが、タブレットの貸し出しから１週間が経過して、早くも困ったことが起こっていると聞きま

した。生徒が、本来とは全く違う使い方をしているというのです。ネットサーフィンや友人へいたずらメ

ッセージの送付、人のタブレットに勝手に触れる、更にはカスタマイズまで。当たり前ですが、タブレッ

トは学校の教育活動に活かすために貸与されたものです。個人のスマートフォンのように扱って良いも

のではありません。大まかなルール以外は指示されていませんが、言われていないからと言って「して良

い事」と「そうでない事」が判断できないようでは困ります。社中はいつから「エチケット」や「マナー」

に鈍感な学校になってしまったのでしょう。それは、みんなが望む社中学校の姿ではありません。 

 

令和３年２月の行事予定（３月の一部を含む） 

２月２日（火）習熟度テスト（３年） 

  ３日（水）がんばりタイム㉓、ノー部活デー 

５日（金）ＤＶ防止教室（３年） 

10日（水）私立高入試、３年給食無、習熟度

テスト（１・２年）、ノー部活デー 

  11日（木）建国記念の日 

  12日（金）がんばりタイム㉔ 

  15日（月）英語ライセンス検定（１年） 

  16日（火）公立高推薦・特色・多部制入試、

英語ライセンス検定（２年） 

  18 日（木）３年期末テスト（～22 日）、入学

説明会 

  19日（金）ノー部活デー（～26日朝） 

21 日（日）公立高推薦・特色・多部制入試合

格発表 

  22日（月）県立特別支援学校入試 

  23日（火）天皇誕生日 

  24日（水）１・２年期末テスト（～26日） 

  25日（木）愛校作業（３年） 

３月３日（水）３年生を送る会 

  10日（水）卒業証書授与式 

  12日（金）公立高入試 

  19日（金）公立高入試合格発表 

  20日（土）春分の日 

  24日（火）修了式 

  25日（木）春季休業日（～4/6） 



 


